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2017 年 1 月から 

改正育児介護休業法が施行されています。 

妊娠中の体と健康を守るために、仕事と育児・介護

の両立のために、男女雇用機会均等法、労働基準法、

育児介護休業法が定められています。マタハラや妊娠

出産・育児介護に伴う不利益取り扱いは法律で禁止さ

れています。 

「妊娠したら退職勧奨をうけた」「産休・育休を取っ

たら降格された」などは法律違反です。また、妊娠中

は、本人が申し出れば、残業や休日・深夜労働をさせ

てはなりません。育児休業も 1 歳まで取得する権利が

あります（保育所などに入れない場合は 2 歳まで延長

する法改正も予定）。 

法律を詳しく知りたいひともホットラインにぜひご

相談を。 
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2018 年 4 月から 有期雇用契約が更新され続けて５年を超えた場合 

「無期労働契約」への転換を申し込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

有期契約で働く仲間のみなさんに

朗報です！ご存知ですか？ 

「これまで、何年も有期雇用契約で働いてきた」 

「いつ雇止めされるかわからない」 

「病欠や有給も、『契約更新されないのでは』と取れない」 

「労働組合に入りたいけれど、入った人は雇止めされてしまった」 

そんな不安を解決しましょう！ 

ただし、無期契約への転換のためには、 

事業主に申し入れなければなりません。 

転換は有期契約労働者の権利です！

 

2013 年４月１日以降の有期労働契約が対象。同じ使用者との

通算５年を超える契約期間であること、契約更新回数１回以上が

条件。 

 

 

 

 

「何年も働いてきたのに、契約が打ち切られそう」 

「契約更新を条件に『無期転換の申し入れをしないよ

うに』と言われた」 

「無期転換したら労働条件が下げられる」 

 

こんなことは、法律違反！ 

労働組合が 

力になります。 


